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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、

 
 
 

10月６日（金）朝～　子育て短歌入門講座
� 「子育ての日々を三十一音で語り合おう」
８日（日）朝　ジェンダー講座
� 「『ジェンダー・ステレオタイプ』について考えよう！」
８日（日）昼～　関東大震災から１００年「関東大震災の社会史」
１２日（木）夜　ブッククラブ　村上春樹『女のいない男たち』
１９日（木）昼～　文学と地域「中央線沿線の文学風景」
２１日（土）昼　図書室のつどい『ムラブリ』
２２日（日）昼　C

シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX　シネマトーク『浮雲』
１１月１２日（日）昼　親子で遊ぼう・考えよう
� 「１コマアニメーション映像を撮ろう」
１４日（火）朝～　女性講座「女性のためのメンタルケア」
１５日（水）昼　�人権講座　ドキュメンタリー映画『ある精肉

店のはなし』上映会と店主・北出新司さんの
おはなし

今月の公民館（１０月～１１月）

公民館　☎（５７２）５１４１

　講座の開催状況などに変更があった場合は、公
民館入り口付近への掲示や、ホームページでお知
らせします。ご不明の点はお問合せください。

今年も市民文化祭の季節がやってきました。市民の日頃の文化活動の成果がみえ
る多彩な催しが企画されています。ぜひお越しください。

第６８回　くにたち市民文化祭

１０月１７日 （火） ～１１月２６日 （日）

出会い！発見！新たなエネルギー出会い！発見！新たなエネルギー

公民館の状況▲

文化祭に出展するグループの催し内容をパ
ネル展示で紹介します。文化祭をきっかけ
に、活動の輪、仲間づくりの輪を広げてみま
せんか？
と　き　１０月１７日（火）～１０月２１日（土）
ところ　公民館　１階市民交流ロビー

◆ 参加グループ紹介展示 ◆

昨年のグループ紹介展示

くにたち話し方勉強会　公開レッスン

話し方上達法の本は数多く出版されていますが、実習に勝るものはありません。
当会は恥をかきながら話すこと聞くことの勉強をしております。各回見学大歓迎で
す！
とき・　１０月２１日（土）夜６時半～８時半　公民館　３階集会室
ところ　１１月２５日（土）夜６時半～８時半　公民館　３階講座室
企　画　くにたち話し方勉強会

１０月２１日（土）～１０月２９日（日）１０月２１日（土）～１０月２９日（日）

くにたち国際友好会 WING による国際理解講座

毎月１回、一橋大学の留学生を始めとする外国人の方々
をお招きし、国立市公民館で日本語による国際理解講座を
開催しています。今回は特別編です。
と　き　１０月29日（日）夜７時～９時
	 １１月２６日（日）夜７時～９時
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
企　画　くにたち国際友好会WING

総合美術展

グループ・サークルに関係なく自由参加による展覧会で
す。初めての方の出品も歓迎ですので奮ってご参加くださ
い。（出品無料）※土日は体験コーナーあり（予定）
と　き　１０月２４日（火）～１０月２９日（日）
	 朝１０時～夕５時（最終日は夕４時）
ところ　公民館　地下ホール：絵画
	 １階市民交流ロビー：写真
	 ３階講座室・集会室：手工芸・書
出品受付　�１０月３日（火）～１０月８日（日）　出品表に記

入の上、　公民館窓口「申込受付箱」に提出
作品搬入　１０月２１日（土）～１０月２２日（日）
	 　両日とも昼１時～夕５時　公民館　地下音楽室
企　画　　文化祭実行委員会による共同企画
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あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。

１１月３日（金・祝）～１１月５日（日）１１月３日（金・祝）～１１月５日（日）

こころを耕す書道の時間＆ 
夢と笑顔の書道勉強会　作品展示

ごぜん塾書道と高齢者デイサービス書道の仲間の作品を
紹介します。自分らしい言葉・人柄がわかる作品が並びま
す。
と　き　１１月３日（金・祝）～１１月５日（日）
	 朝１０時～夕４時（最終日は１１時まで）
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
企　画　プロウタイム

第２３回　日本語学習者によるスピーチの会

国立市近隣に住む外国の方々が公民館で学んだ日本語を
使ってスピーチを行います。コロナ禍が明け、４年ぶりの
開催です。どんな話が聞けるか、大いに楽しみです。
と　き　１１月４日（土）昼１時～３時半
ところ　公民館　３階講座室
企　画　KUNIFA日本語サポート

夢と笑顔とワクワクを育む 
i-ze（いーぜ）の多世代交流ワークショップ

誰でも楽しめます！（参加費有）きりがみアート・ギャ
ラクシーボトル・アクアリウム（予約制）・夢レター
と　き　１１月５日（日）朝１０時～　昼１時～
ところ　公民館　３階講座室・集会室
企　画　i-ze（いーぜ）
連絡先　izefuchu@gmail.com　山根☎０９０－２４３６－８４８５

芸能フェスティバル

市民のつどい、日本舞踊連盟、つむぎ会の三団体は、新
舞、民舞、日舞など、太鼓を含む華やかな踊りの世界を繰
り広げます。是非皆様のお越しをお待ち申し上げます。
と　き　１１月５日（日）朝１1時～夕４時半
ところ　くにたち市民芸術小ホール
企　画　文化祭実行委員会による共同企画

シンポジウム「自己教育・相互教育の場としての公民館」―国立市公民館の成果を継承するために―

報告「戦後社会教育の理念と国立市公民館が築き上げてきたもの」（長澤成次）、「公民館で市民が育ちあうというこ
と」（荒井敏行）、「公民館は面白い」（国立市民）
と　き　１１月１１日（土）昼１時半～４時　　ところ　公民館　地下ホール　　企　画　くにたち公民館をまもる会

シャンソン＆カンツォーネをあなたへ！ 
（プロのピアニストと音響スタッフによる）

シャンソン（フランスの歌）、カンツォーネ（イタリア
の歌）より魅力的な歌の数々をソロでお届けします。〝銀
パリ〟の再現⁉　往年のスターが登場しますよ♬
と　き　１１月３日（金・祝）
	 昼１時～３時半（休憩含む）
ところ　公民館　地下ホール
企　画　シャンソン勉強会

第２２回国際茶会

日本・台湾の茶道、香道とお茶にまつわる互いの文化交
流をお楽しみください。時間指定のため事前予約くださ
い。連絡先　maholamp@gmail.com
と　き　１１月５日（日）朝１０時～昼３時
ところ　くにたち福祉会館３階
企　画　地域国際交流―まほうのランプ―

クラシックギターを奏でる 
―くにたちギタークラブかなで第３回定期演奏会―

クラシック曲や国内外の名曲をソロ・二重奏・アンサン
ブルで演奏いたします。クラシックギターの音色をお楽し
みください。
と　き　１１月５日（日）昼１時～３時
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
企　画　くにたちギタークラブかなで

リーダースシアター座くにたち（朗読・朗読劇）

出会いは、３５年ほど前の公民館の朗読講座です。新しい
仲間との出会いも有り、体も心も丸ーくなりましたよ。オ
ホホホホ♡楽しく長く朗読したいねをモットーに。
と　き　１１月５日（日）昼２時～３時半
ところ　くにたち市民芸術小ホール　地下スタジオ
企　画　リーダースシアター座くにたち

１１月１０日（金）～１１月１2日（日）１１月１０日（金）～１１月１2日（日）

第５２回国立市書道展

一般・学生による書道展です。
多数のご来場を、お待ちしています。
と　き　１１月１０日（金）～１１月１２日（日）
	 朝１０時～夕５時（最終日は夕４時まで）
ところ　公民館１階市民交流ロビー、３階講座室・集会室
企　画　国立市書道連盟

国立あひるグループ　公開レッスン

ア・カペラ女声三部のコーラスです。未経験でも大丈
夫。まずは声を出して歌うことを楽しみましょう。
と　き　１１月１０日（金）昼１時～３時
ところ　公民館　地下ホール
企　画　国立あひるグループ
連絡先　清水☎０４２－５７５－４３８３
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学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

１１月１２日（日）～１１月１9日（日）１１月１２日（日）～１１月１9日（日）

１１月１９日（日）～１１月２６日（日）１１月１９日（日）～１１月２６日（日）

フルートアンサンブル『桜
おう

音
いん

の会』コンサート

今回は３部構成です。Ⅰ部は映画やテレビで馴染みの
曲、Ⅱ部は小合奏、Ⅲ部は「くるみ割り人形」の曲を中心
にオール・チャイコフスキーです。ぜひ来てください。
と　き　１１月１２日（日）夕４時～５時過ぎ
ところ　公民館　地下ホール
企　画　桜音の会

（伝統文化の広場）合同いけ花展

コロナ禍が緩和され、今年も作品展を通して、
皆さんをお迎えさせていただきます。心よりご来
場を、お待ち致しております。
と　き　１１月１８日（土）朝１０時～１１月１９日（日）夕４時
ところ　公民館　３階（和室・小会議室を除く）
企　画　くにたち合同いけ花の会

戦争を止め、平和をつくる力を！ 
『原爆で全滅した広島一中一年生・父母の手記集』最後の一編

平和の大切さを伝える母親の手記から、朗読座台本「星
は見ている～原爆でわが子を亡くした父母らの手記より
～」を、オリジナル映像とともに朗読します。
と　き　１１月１９日（日）昼２時～
ところ　公民館　地下ホール
企　画　ピースリーディング結

〈伝統文化の広場〉第４３回市民茶会

今年は日常を取り戻すべく、一人でも多くの方に楽しん
で頂きたいと思います。当日券あります！お気軽にどうぞ。
と　き　１１月２３日（木・祝）朝１０時～昼３時
ところ　公民館　３階
企　画　くにたち茶道連盟
連絡先　佐伯☎０４２－５７５－２６３１

楽しいきもの体験

日本の美しい「きもの」を初めて体験する外国人が対象
です。友人、家族と一緒に参加できます。自分のスマホで
記念撮影もできます。参加費一人１，５００円。要申込。
と　き　１１月２６日（日）朝10時～昼３時
ところ　公民館３階　企画　国立国際交流会
申込先　satsuki.k502@gmail.com

第５０回くにたち絵画グループ展

１年間学びながら楽しみながら描いてきた油
絵、水彩、パステル画などの作品を発表します。
是非、お立寄りください。お待ちしています。
と　き　１１月１４日（火）昼１時～１１月１９日（日）夕４時
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
企　画　くにたち絵画グループ

かのこ着物がたり―Kanoko の軌跡―

今回は着物をもっと楽に着ようと紐一本の着付けを紹介
します。伊達締めを巧みに使い、メンバーが実演します。
昨年同様、質問コーナーも設けます。
と　き　１１月１８日（土）昼２時～３時半
ところ　公民館　地下ホール
企　画　着付けサークルかのこ

グリーンコーラス　公開レッスン

私達は公民館を活動拠点にしている混声合唱団です♪
今年は「はる」「瑠璃色の地球」他歌っています。文化

祭で是非一緒に思いきり大きな声を出してみませんか。
と　き　１１月２２日（水）朝１０時～１２時
ところ　公民館　地下ホール
企　画　グリーンコーラス

こぎつねの会　朗読会

月２回自分たちの好きな作品を勉強している朗読グルー
プです。午後のひと時……私達の朗読を楽しんでみません
か。ご来場をお待ち致しております。
と　き　１１月２４日（金）昼１時半～２時半
ところ　公民館　３階講座室
企　画　こぎつねの会

ガムラン演奏会とワークショップ

ガムランは青銅の打楽器を主としたインドネシア・バリ
民俗音楽。この日は、バリ舞踊のゲストも出演予定です。
ワークショップでは演奏体験も‼
と　き　１１月２６日（日）
	 演奏会：朝１１時半～、昼２時半～
	 ワークショップ：昼１時半～
ところ　公民館　地下ホール
企　画　パサール・スニ　くにたち

文化祭パンフレットは市内各施設での
配布のほか、右QRコードからもダウン
ロードできます。

くにたち茶道連盟フルートアンサンブル「桜音の会」

昨年の文化祭の様子
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https://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kouminkan/

監督　纐
はな

纈
ぶさ

あや　プロデューサー　本橋成一
やしほ映画社、ポレポレタイムス社　2013年　108分
※バリアフリー版（字幕付き）

この映画は、牛の飼育から
解体、そして食肉として販売
するまでを一貫して手がけて
きた北出精肉店（大阪府貝塚
市）の一家を描いたドキュメ
ンタリーです。
上映後、店主の北出新司さ
んより、命の大切さや屠畜業
について、また、食肉産業と
そこで働く人たちに向けられ
た差別や偏見についてお話を
いただきます。
※�映画には牛を解体する場面
があります。

上映後のお話　北
きた

出
で

　新
しん

司
じ

（北出精肉店店主）

と　き　１１月１５日（水）昼２時～夕５時（開場昼１時半）
ところ　公民館　地下ホール　定　員　６０名（申込先着順）
申込先　１０月１８日（水）朝９時～　公民館☎（５７２）５１４１
※�原則、本映画をご覧になった希望者を対象として1月１７
日（水）に食肉市場（芝浦）の見学・学習会を実施しま
す。参加される場合は、１２月に事前学習会を行います（市
役所市長室との合同企画）。

監督　成瀬巳喜男　原作　林芙美子　脚本　水木洋子
出演　高峰秀子、森雅之、岡田茉莉子、加東大介　ほか

巨匠・成瀬巳喜男監督の代表作で
あり、日本映画史上屈指の名作。戦
中戦後の混乱期を背景に、時代の波
に翻弄され、流され堕ちていきなが
らも、愛欲に溺れ、離れることが出
来ない男女の哀しい運命を描く。主
人公の男女を演じた高峰秀子と森
雅之の圧倒的な名演に心が震える。

〈シネマトーク〉
「たかが女優、されど女優～高峰秀子が演じた女たち～」
� 北里宇一郎（脚本家）
上映終了後に、脚本家の北里宇一郎さんに、日本映画黄

金期を代表する女優のひとりである高峰秀子の魅力につい
てお話をうかがいます。

と　き　１０月２２日（日）昼２時～夕５時（開場１時）
ところ　公民館　地下ホール
定　員　７０名（申込先着順）
申込先　１０月１３日（金）朝９時～
	 公民館　☎（５７２）５１４１
＊�事前申し込み制となっています。必ず電話もしくは窓口
にて事前にお申し込みください。

＊�換気のため、上映の途中で１０分程度休憩を設けます。ご
了承ください。

ドキュメンタリー映画
『ある精肉店のはなし』上映会
と店主・北出新司さんのおはなし

〈くにたち人権月間２０２３〉〈くにたち人権月間２０２３〉 〈〈CC
シ ネ ボ ッ ク スシ ネ ボ ッ ク ス
INEVOXINEVOX　シネマトーク〉　シネマトーク〉

『浮　雲』『浮　雲』
東宝　１９５５年　白黒１２４分　※DVD版東宝　１９５５年　白黒１２４分　※DVD版

「気が晴れず、楽しい気持ちになれない」「不安なことば
かり考え、憂うつになってしまう」……そんなつらい気持
ちに心あたりはありませんか？家事や仕事、子育てや介護
などに追われ、忙しい中で気持ちのゆとりを失っている
方、最近家族の元気がなく、どのように接してあげればよ
いのか、と考える方も多いかもしれません。
今回は、講師の大美賀さんに、自分と家族がすこやかな
心の状態を保つためのメンタルケアのポイントを５回シリ
ーズで教えていただきます。
子育て世代、働き盛り世代、更年期、高齢期など、各年
代ごとに気をつけたいメンタル不調の特徴、不調を感じた
ときのセルフケアのポイント、ストレスをためない人間関
係の築き方、家族の不調の気づき方と接し方などを総合的
に解説し、ディスカッションやワークを通じて理解を深め
ます。

講　師　大
おお

美
み

賀
か

　直子（�メンタルケア・コンサルタント、
公認心理師、精神保健福祉士）

と　き　１１月１４、２１、２８、１２月５、１２日（全５回）
	 いずれも火曜日　朝１０時～１２時
ところ　公民館　３階集会室
対　象　女性（年齢不問）　定　員　１４名
申込先　１０月１０日（火）朝９時～　公民館☎（５７２）５１４１

保　育　子ども定員：若干名（市内在住の方のみ、講座初
日に概ね生後６ケ月～。申込先着順）。講座と同時に申し
込み。保育申込締切：１０月１５日（日）。
　保育室オリエンテーションを１１月７日（火）朝１０時か
ら行いますので、おやつ代１２５円（全５回分）をご持参
のうえお子さんと一緒に参加してください。

～自分と家族が笑顔になるために～～自分と家族が笑顔になるために～
女性のためのメンタルケア女性のためのメンタルケア

保育付
講座

〈女性講座〉〈女性講座〉

左端が北出新司さん
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

コ
ロ
ナ
に
吹
き
勝
と
う
健
康
吹
矢
！

心
肺
機
能
を
高
め
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で

ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ

ル
ネ
ス
吹
矢
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

矢
が
的
に
刺
さ
る
音
と
心
地
良
さ
を
味

わ
っ
て
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

随
時
不
定
期
に
実
施

場
所　

体
育
館
・
北
プ
ラ
・
公
民
館
等

連
絡
先　

坂
井
０９０
（
２４４９
）
９
１
７
５

ギ
タ
ー
の
音
色
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
か
な
で
」

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
で
合
奏
、
重
奏
、

独
奏
等
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
下
さ
い
。
会
費
は
無
料
で
す
。

合
奏
の
経
験
の
な
い
方
も
ど
う
ぞ
。

日
時　
毎
週
日
曜
日　

昼
１
時
～
夕
５
時

場
所　

東
福
祉
館
・
公
民
館
等

連
絡
先　

石
井
０９０
（
８５０９
）
６
７
0
５

ア
ク
ア
か
も
め
水
泳
会
員
募
集

運
動
不
足
の
方
、
健
康
な
体
づ
く
り

に
水
泳
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心

者
～
上
級
者
、
泳
力
別
に
コ
ー
チ
の
指

導
を
受
け
て
泳
ぎ
ま
す
。
男
女
問
い
ま

せ
ん
。
体
験
可
。（
無
料
）

日
時　

毎
週
金
曜
日　

朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

梅
原
（
５７２
）
２
２
８
１

国
立
市
空
手
道
連
盟
会
員
募
集

空
手
道
の
型
練
習
を
す
る
こ
と
に
よ

り
心
身
を
鍛
錬
し
ま
せ
ん
か
。
自
信
を

持
つ
こ
と
が
で
き
、
社
会
性
が
養
わ
れ

ま
す
。
楽
し
く
一
緒
に
練
習
し
ま
し
ょ

う
。
入
会
金
３
千
円　

会
費
３
千
円

日
時　

月
～
土　

朝
９
時
～
夜
９
時

場
所　

本
部
道
場　

矢
川
駅
徒
歩
４
分

連
絡
先　

佐
伯
０８０
（
７５６６
）
５
５
８
３

カ
ワ
セ
ミ
塾
生
徒
・
講
師
募
集
！

カ
ワ
セ
ミ
塾
は
こ
の
４
月
に
生
ま
れ

た
無
料
塾
で
す
。
様
々
な
困
難
が
あ
っ

て
も
持
っ
て
生
ま
れ
た
能
力
を
十
分
伸

ば
せ
る
よ
う
手
助
け
を
し
ま
す
。
主
に

小
中
学
生
、
講
師
を
募
集
中
で
す
。

日
時　

毎
週
㈮　

夕
４
時
～
夜
８
時

場
所　

主
に
「
矢
川
プ
ラ
ス
」

連
絡
先　

池
田
０９０
（
７２３５
）
０
７
５
９

ひ
ろ
ば

（
６
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

９
月
１２
日
（
火
）
第
３４
期
第
１１
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１３
名
。
館
長
、
職

員
２
名
出
席
。
傍
聴
人
３
名
。

○
森
本
彩
里
紗
さ
ん
を
、
公
民
館
だ
よ

り
編
集
研
究
委
員
に
選
出
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
委
員
会

関
東
大
震
災
か
ら
１００
年
の
特
集
、
紙
面

レ
イ
ア
ウ
ト
に
工
夫
を
等
の
意
見
。

〇
社
会
教
育
委
員
の
会

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
諮
問
に
つ
い
て
第
３３
期

公
運
審
答
申
を
参
考
に
す
る
方
向
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

１０
月
１４
日
（
土
）
の
委
員
部
会
研
修
会

「
公
運
審
委
員
と
市
民
の
た
め
の
公
民

館
入
門
研
修
」
の
参
加
者
を
募
集
。

○
社
会
教
育
学
習
会

８
月
２４
日（
木
）「
公
民
館
の“
ハ
テ
ナ
”

を
解
き
明
か
す
」
の
ふ
り
返
り
。
３５
名

参
加
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
に
も
１１

名
参
加
。

○
市
長
・
教
育
長
と
の
意
見
交
換
に
つ

い
て
参
加
委
員
よ
り
報
告
。

審
議
事
項

○
諮
問「
公
民
館
の
運
営
や
事
業
に『
市

民
の
声
』
を
活
か
し
て
い
く
た
め
の
方

法
や
工
夫
に
つ
い
て
」の「
市
民
の
声
」

を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
、
改
め
て
検
討
。

各
委
員
か
ら
「
市
民
の
声
」
を
集
め
る

・
受
け
取
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
出
し
を

行
っ
た
。

次
回
１０
月
１０
日
（
火
）
夜
７
時
１５
分

か
ら
３
階
講
座
室
。
傍
聴
歓
迎
。

（
野
口
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

９
月
５
日
号
掲
載
の
本
欄
の
第
３１
期

委
員
長
の
お
名
前
の
漢
字
表
記
に
つ
い

て
、
正
し
く
は
富
田
和
枝
さ
ん
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

講　師　山田　修平（ＮＰＯ法人東京学芸大こども未来研究所）

タブレットを用いて１コマずつ撮影した面白い映像作品
を作ります。粘土アニメや親子で出演するオリジナル映像
などを撮りましょう。親子単位で作品を作ります。

と　き　１１月１２日（日）朝１０時～１２時
ところ　公民館　地下ホール
持ち物　�撮影に使用したいもの（ぬいぐるみ、おもちゃな

ど）、iPad（お持ちの方のみ。お持ちでない方は
貸出用がございます）

対象・定員　�子ども（４歳から小学生）と	
保護者１５組（家族単位です）

　　　　　※応募者多数の場合抽選
申込先　�１０月１１日（水）夜９時までの間に、	

右ＱＲコードよりお申込みください。

お　話　伊藤　雄馬（言語学者）

ムラブリとはタイやラオスの山岳地帯に住む少数民族で
す。また、その言語はユネスコから話者のいなくなる可能
性のある「危機言語」に指定されています。大学の授業で
ムラブリ語と出会った伊藤さんは「この歌うような響きの
美しい言語を話せるようになりたい」とムラブリ語を研究
し続けてこられました。また同時に、ムラブリの時間や場
所、金銭にとらわれない自由な生き方に、これまで「当た
り前」と思っていた価値観を大きく覆されていったそうで
す。ムラブリとその言語について知るとともに、伊藤さん
ご自身がムラブリと出会って変化していった考え方やライ
フスタイルについてもお話しいただく機会とします。

〈伊藤さんの本〉
表題作（集英社インターナショナル）、『人類学者と言語学
者が森に入って考えたこと』共著（教育評論社）

と　き　１０月２１日（土）昼２時～夕５時
ところ　公民館　ホール　定　員　６０名（申込先着順）
申込先　１０月１１日（水）朝９時～　公民館☎（５７２）５１４１

〈図書室のつどい〉〈図書室のつどい〉

ムラブリ
文字も暦も持たない狩猟採集民族から文字も暦も持たない狩猟採集民族から

言語学者が教わったこと言語学者が教わったこと

講　師　深津　謙一郎（共立女子大学・日本近代文学）

と　き　１０月１２日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　地下ホール　定　員　３０名（申込先着順）
申込先　公民館☎（５７２）５１４１
＊�この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が「読
み」を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

〈くにたちブッククラブ　記憶の欠片をひろい集めて〉〈くにたちブッククラブ　記憶の欠片をひろい集めて〉

村上春樹『女のいない男たち』村上春樹『女のいない男たち』
（文春文庫）（文春文庫）

〈親子で遊ぼう・考えよう〉〈親子で遊ぼう・考えよう〉

１コマアニメーション映像を撮ろう１コマアニメーション映像を撮ろう
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―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

く
に
た
ち
水
の
探
検
隊

桜さ
く
ら

守も
り

の
大お

お

谷た
に

さ
ん
の
案
内
で
、
矢
川

緑
地
、
マ
マ
下
湧
水
な
ど
、
く
に
た
ち

南
部
に
広
が
る
里
山
を
歩
き
ま
す
。
雨

天
中
止
。
参
加
費
５００
円
。
中
学
生
以
下

無
料
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

１０
月
９
日
㈪
朝
９
時
半
～
受
付

場
所　

矢
川
駅
北
口
ＥＶ
付
近
集
合

連
絡
先　

酒
井
０９０
（
６０３９
）
２
１
３
４

く
に
た
ち
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
４５
回
定
期
演
奏
会

ワ
ー
グ
ナ
ー「
リ
エ
ン
ツ
ィ
」序
曲
プ
ー

ラ
ン
ク「
牝
鹿
」ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
交
響

曲
第
７
番　

指
揮　

中
島
章
博　

入
場

料
千
円
全
席
自
由
・
高
校
生
以
下
無
料

日
時　

１０
月
９
日
㈪　

昼
２
時
開
演

場
所　

府
中
の
森
芸
術
劇
場

連
絡
先　

事
務
局
０８０
（
５４４５
）
９
２
９
２

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
楽
し
む
会

数
々
の
大
企
業
の
研
修
で
も
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
瞑
想
法
。
集
中
力
ア
ッ

プ
や
自
律
神
経
の
安
定
等
様
々
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。
手
ぶ
ら
で
自
由
に
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無
料
。

日
時　

１０
月
１５
日
㈰
朝
１０
時
半
∼
１２
時

場
所　

公
民
館　

講
座
室

連
絡
先　

酒
井
０８０
（
５８８０
）
３
０
９
５

滝
乃
川
学
園
の
歴
史
を
学
ぶ
会

知
的
障
が
い
福
祉
文
化
発
祥
の
地
の

学
園
で
、
斯し

道ど
う

の
専
門
家
（
津つ

曲ま
が
り

・
松ま

つ

矢や

教
授
）
を
戴
き
、
楽
し
く
深
く
学
び

ま
す
。
１
部
と
２
部
が
あ
り
、
特
に
市

民
は
２
部
に
大
歓
迎
で
す
。
無
料
。

日
時　

１０
月
２８
日
㈯
昼
１
時
～
夕
５
時

場
所　

滝
乃
川
学
園
石
井
記
念
館
２
階

連
絡
先　

河か
わ

尾お

０８０
（
１１７６
）
１
２
５
２

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
へ
の
お
誘
い

ウ
イ
ー
ク
デ
ー
を
中
心
に
楽
し
い
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。
日
頃
の
運
動
不
足

と
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
一
緒
に
テ
ニ
ス

を
し
ま
せ
ん
か
。
男
女
問
わ
ず
経
験
者

大
歓
迎
で
す
。　

国
立
ス
ピ
カ

日
時　

毎
週
㈫
谷
保
、
㈭
広
場
コ
ー
ト

場
所　

市
内
の
各
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

連
絡
先　

金か
ね

藤と
う

（
５７１
）
２
８
９
６

社
交
ダ
ン
ス
銀
の
く
つ
会
員
募
集

社
交
ダ
ン
ス
に
興
味
の
あ
る
方
、
初

心
者
、
男
性
歓
迎
。
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｄ
所
属
プ

ロ
講
師
が
、
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
指
導
。

金
曜
日
、
月
３
回
で
す
が
、
10
月
の
活

動
日
は
無
料
体
験
で
き
ま
す
。

日
時　

金
曜
日
昼
３
時
又
は
３
時
半
～

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

山
下
０９０
（
５５６３
）
０
７
８
２

ひ
ろ
ば

く
に
た
ち
郷
土
文
化
館
の
地
下
、
中

庭
か
ら
光
の
入
る
研
修
室
に
入
る
と
、

稲
わ
ら
が
床
に
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
訪

問
し
た
の
は
７
月
の
「
わ
ら
ぞ
う
り
作

り
」
の
日
。
小
学
生
親
子
連
れ
な
ど
全

体
で
３０
名
ほ
ど
が
集
ま
っ
て
き
て
い
た
。

昭
和
４４
年
に
、
一
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
明
治

百
年
を
記
念
し
て
お
よ
そ
五
百
点
の
民

具
を
集
め
、
そ
の
１０
年
後
の
昭
和
５４
年

に
、
市
社
会
教
育
課
（
当
時
）
が
「
民

具
調
査
団
」
を
立
ち
上
げ
、
収
集
し
た

民
具
を
調
査
し
目
録
を
作
る
と
共
に
、

古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
を
記
録
し
た
の

が
、
会
の
ス
タ
ー
ト
だ
と
、
会
の
皆
さ

ん
が
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
当
初
の
会

員
は
そ
の
聞
き
取
り
を
し
た
方
々
と
谷

保
農
家
の
お
年
寄
り
の
方
々
。
暮
ら
し

で
自
然
に
身
に
つ
い
た
技
を
伝
承
す
る

た
め
、
隠
居
後
に
会
に
入
っ
た
方
も
い

る
。郷

土
文
化
館
の
小
学
生
民
具
案
内
は
、

私
立
含
め
た
市
内
１１
校
の
小
学
三
年
生

が
学
校
行
事
と
し
て
体
験
す
る
が
、
昔

は
暮
ら
し
の
中
で
学
ん
で
い
た
。
こ
の

会
は
、
昔
の
人
々
の
日
常
の
暮
ら
し
を

今
に
伝
え
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
。

ぞ
う
り
作
り
で
使
用
す
る
稲
わ
ら
は
、

以
前
は
古
民
家
の
前
の
田
ん
ぼ
で
で
き

た
も
の
だ
っ
た
。
今
回
は
６
組
に
分
か

れ
、
組
ご
と
に
会
員
が
指
導
に
あ
た
り

作
業
が
始
ま
る
。
わ
ら
の
束
に
霧
を
吹

い
て
、
木
づ
ち
で
た
た
く
。
そ
し
て
３

～
５
㎝
幅
に
切
り
裂
い
た
長
さ
３０
㎝
の

布
を
、
３
つ
の
突
起
の
付
い
た
木
や
竹

で
で
き
た
道
具
に
引
っ
か
け
て
、
ぞ
う

り
の
つ
ま
先
に
な
る
方
か
ら
編
み
始
め

る
。
名
人
級
の
会
員
は
足
の
親
指
に
引

っ
か
け
て
巧
み
に
編
ん
で
い
く
。
次
に

わ
ら
の
周
り
に
布
を
巻
い
た
も
の
を
ね

じ
り
合
わ
せ
て
鼻
緒
を
作
る
。
最
後
に

つ
ま
先
か
ら
縦
の
縄
を
引
っ
張
り
、
長

さ
を
調
整
し
て
完
成
。
子
ど
も
た
ち
も

自
分
だ
け
の
わ
ら
ぞ
う
り
の
完
成
に
目

を
輝
か
せ
て
い
た
。
こ
う
し
た
実
際
の

体
験
を
通
し
て
、
昔
の
暮
ら
し
が
見
え

て
く
る
。

年
中
行
事
と
し
て
、
十
五
夜
飾
り
、

ま
ゆ
玉
飾
り
、
ひ
し
餅
作
り
な
ど
も
行

っ
て
い
る
。
文
化
の
伝
承
の
大
切
さ
と

す
ば
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
た
訪
問
と

な
っ
た
。

日
時　

第
３
土
曜
日　

昼
１
時
～
３
時

場
所　

く
に
た
ち
郷
土
文
化
館

連
絡
先　

佐
伯
安
子
（
５７５
）
２
６
３
１

〈
文
・
写
真
　
鴇と
き

田た

　
美
緒
〉

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
３
８
4
〉

く
に
た
ち
の
暮
ら
し
を
記
録
す
る
会

＊
「
ひ
ろ
ば
」
欄
投
稿
規
定
＊

市
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
活
動
の

お
知
ら
せ
の
場
で
す
。

同
一
団
体
に
つ
き
、
会
員
募
集
あ

る
い
は
イ
ベ
ン
ト
案
内
の
い
ず
れ
で

も
３
ヵ
月
に
一
回
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
会
員
募
集
に
つ
き
ま
し

て
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
翌
月
掲

載
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
イ
ベ
ン
ト
案
内

は
、
原
則
と
し
て
掲
載
月
の
７
日
か

ら
翌
月
６
日
ま
で
の
お
知
ら
せ
を
掲

載
し
ま
す
。

原
稿
用
紙
は
、
公
民
館
２
階
受
付

で
お
渡
し
し
ま
す
。
原
稿
の
締
切
り

は
、
掲
載
希
望
月
の
前
月
７
日
の
午

後
５
時
で
す
（
７
日
が
月
曜
日
の
場

合
は
、
翌
日
の
８
日
ま
で
）。

12月（ロビー1月分） 会場調整会のお知らせ
申込書のポスト投入期間 10月7日（土）～26日（木）
公用使用の貼り出し 10月10日（火）頃

予約の重なりのあった
団体の掲示開始日

10月28日（土）

会場調整会 11月4日（土）朝１０時～

重なり状況▶

※会場調整会は朝１０時までに受付を済ませてください。

子どもたちも名人の技に夢中

彼
岸
花
（
矢
川
）

撮
影
　
和
賀
　
一

（
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
く
に
た
ち
）

（
５
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）


